
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究

－
一
女
子
中
学
生
を
五
心
に
神
に
対
す
る
認
知
・
態
度
一

荒

井

貞

雄

序一、

U
究
問
題

二
、
研
究
方
法

　
時
期
、
方
法
、
被
験
者

三
、
整
理
方
法

四
、
結
果
と
老
察

五
、
要
　
　
約

参
考
文
献序

必
要
を
題
し
、
喜
び
を
与
え
る
存
在
と
し
て
の
母
親
は
、
嬰
児
の
精
神
生
活
の
中
に
極
め
て
重
要
に
し
て
且
つ
決
定
的
な
役
割
を

　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

果
し
て
居
る
。
嬰
児
は
母
親
に
笑
い
を
送
る
、
甘
え
る
、
す
ね
る
、
叱
ら
れ
て
は
嫌
い
、
恐
れ
る
。
又
、
好
く
、
然
し
嬰
児
は
母
親
な
く

し
て
は
生
き
る
こ
と
は
出
来
な
い
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
幼
児
期
、
少
年
期
、
青
年
期
に
及
ぶ
に
し
た
が
っ
て
母
親
を
愛
す
る
、
信

頼
す
る
、
尊
敬
す
る
、
時
に
は
礼
拝
す
る
。
こ
れ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
人
間
の
宗
教
心
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
宗
教
的
素
質

の
現
れ
で
あ
る
。
若
し
宗
教
生
活
と
は
人
と
絶
対
価
値
者
と
の
関
係
・
交
渉
に
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
人
は
先
天
的

に
宗
教
的
素
質
に
充
ち
て
居
る
。
人
は
或
い
は
長
じ
て
無
神
論
を
称
え
、
無
宗
教
を
誇
張
し
よ
う
と
も
、
実
は
そ
の
心
底
に
は
上
述

の
宗
教
的
素
質
が
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
教
の
基
本
的
本
能
と
し
て
、
マ
ク
ド
ウ
ガ
ル
は
、
嘆
賞
、
畏
怖
、

崇
敬
の
三
つ
を
あ
げ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
、
言
葉
を
か
え
る
な
ら
ば
素
質
で
あ
る
。
こ
の
本
能
・
素
質
の
み
を
み
る
な
ら
ば
、
今
日

社
会
で
宗
教
と
云
っ
て
居
る
よ
う
な
も
の
と
は
距
離
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
ッ
ト
も
云
う
よ
う
に
、
こ
の
先
天
的

宗
教
素
質
は
後
天
的
要
素
に
よ
っ
て
発
達
し
た
宗
教
に
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
他
の
諸
々
の
先
天
的
素
質
が
環
境
の
刺
戟
を

受
け
、
反
復
作
用
を
通
じ
て
高
度
に
発
達
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
宗
教
的
素
質
も
、
宗
教
的
環
境
に
接
し
、
無
意
識
状
態
か
ら
意
識

生
活
に
発
達
し
、
高
度
な
宗
教
的
態
度
に
成
長
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
、
既
に
、
今
日
の
実
験
心
理
学
者
間
で
一
致
し
た

原
理
で
あ
る
。
例
え
ば
、
発
声
は
本
能
で
あ
り
先
天
牲
素
質
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
社
会
的
環
境
に
影
響
せ
ら
れ
て
言
語
即
ち
日
本
語

と
か
英
語
と
か
を
よ
く
す
る
よ
う
に
発
達
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
宗
教
的
発
達
の
如
く
各
方
面
と
関
連
し
た
複
雑
な
内
容
を
も
つ

本
能
・
素
質
に
は
、
之
の
成
長
期
に
則
し
た
教
材
と
方
法
が
、
必
要
に
な
っ
て
来
る
。
特
に
、
急
速
に
成
長
発
達
す
る
青
少
年
期
に

は
、
之
の
宗
教
的
発
達
も
、
　
こ
の
時
期
を
最
大
と
す
る
も
の
だ
け
に
、
特
別
の
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト

は
、
彼
の
名
著
「
宗
教
意
識
」
の
中
で
、
児
童
が
宗
教
意
識
を
得
る
原
因
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
あ
げ
て
居
る
。
即
ち



　
①
　
年
長
者
の
行
為
よ
り
受
く
る
間
接
の
影
響

　
②
　
宗
教
的
知
織
、
聞
題
、
現
象
等
の
直
接
教
授

　
㈲
　
児
童
の
精
神
の
自
然
的
発
達

こ
の
三
つ
の
原
因
は
決
し
て
分
離
し
て
機
能
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
、
幼
年
期
、
少
年
期
、
青
年
期
と
そ
の
各
々
の
成
長
期
の

特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
居
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
以
来
、
宗
教
生
活
即
ち
信
仰
生
活
に
正
式
に
入
る
決
心
を
す
る
時
期
に
つ
い
て
の
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
彼
に

よ
る
と
入
信
現
象
は
一
〇
才
か
ら
二
五
才
迄
の
間
に
起
る
明
白
な
る
青
少
年
期
の
特
徴
で
あ
り
、
男
子
は
一
六
・
三
才
、
女
子
は
一
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三
・
七
才
が
平
均
入
信
年
令
と
報
告
し
て
居
る
。
今
田
　
恵
氏
の
最
近
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
基
督
教
信
徒
五
四
六

直
中
、
男
子
は
一
八
才
、
女
子
は
一
九
才
が
入
信
平
均
年
令
と
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
入
信
の
年
令
に
つ
い
て
は
、
英
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

で
は
一
六
、
七
才
、
わ
が
国
で
は
一
八
才
で
あ
る
。
然
し
外
国
に
於
い
て
も
一
八
才
と
報
告
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
。
又
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
一
六
、
七
才
と
報
告
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
入
信
以
前
の
宗
教
心
の
発
揚
、
原
因
、
態
度
等
に
つ
い
て
統
計
的
研
究
の
結
果
を
報
告
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
特
異
性
は
、
e
従
来
の
研
究
が
入
信
者
の
み
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
一
般
人
即
ち
公
立
学
校
の
女
子
学

生
全
員
を
対
象
と
し
た
こ
と
、
口
従
っ
て
、
既
に
入
信
し
た
者
、
将
来
入
信
す
る
だ
ろ
う
者
、
又
、
入
信
は
し
な
い
者
も
含
ま
れ
て

居
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
、
現
代
日
本
の
一
般
青
少
年
の
宗
教
心
の
実
体
の
究
明
と
云
う
こ
と
、
日
女
子
青
少
年
に

限
っ
て
居
る
こ
と
、
四
宗
教
的
情
操
を
建
学
の
土
台
と
す
る
学
園
と
公
立
学
校
の
学
生
と
の
比
較
を
試
み
た
と
云
う
四
点
に
あ
る
。
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一
、
攻
　
究
　
問
　
題

次
の
各
項
を
究
明
し
、
そ
の
結
果
を
学
年
、
校
種
別
に
比
較
し
よ
う
と
す
る
。

1
、
神
仏
に
つ
い
て
認
識
を
得
た
経
路

2
、
そ
の
場
所

　
3
、
そ
の
時
の
年
令

4
、
神
仏
と
本
当
に
交
渉
の
あ
っ
た
体
験
の
有
無

　
5
、
そ
の
理
由
、
動
機

　
6
、
そ
の
時
の
年
令

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
研
　
究
　
方
　
法

　
1
、
時
　
　
期

調
査
は
昭
和
三
二
年
九
月
よ
り
一
〇
月
に
亘
っ
て
、
当
時
の
相
愛
女
子
短
大
第
二
学
年
の
教
育
実
習
生
が
、
筆
者
の
計
画
の
も
と

に
、
実
習
協
力
校
の
指
導
教
官
の
指
揮
に
よ
り
、
分
担
実
施
し
た
。

　
2
、
七
項
に
答
え
る
質
問
法
で
、
用
い
た
用
紙
は
b
o
①
。
ヨ
×
ω
O
。
8
の
用
紙
に
次
の
如
く
印
刷
し
て
あ
る
。
内
容
は
信
仰
の
対
象

で
あ
る
神
仏
を
認
識
し
た
経
路
及
び
神
仏
と
本
心
何
等
か
の
交
渉
の
あ
っ
た
体
験
の
記
述
で
あ
る
。

　
　
（
こ
の
研
究
は
「
現
代
教
師
像
の
研
究
」
（
本
誌
第
五
巻
第
［
号
報
告
）
と
同
時
に
行
わ
れ
た
。
）



κ
し
た
基
準
に
基
い
て
得
た
数
値
に
よ
り
、

初
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究

そ
の
相
関
を
算
出
し
た
処
同
1
1
0
●
㊤
ω
矯
と
な
り
、
之
の
信
頼
性
の
極
め
て
高

　
五

相愛教育研究資料 ・（音量臨騨1ξ算）

1．学校名　　　　　2．学年学級　　　　　3．男女（どちらかを消す

4．記入月日月　日　5．名まえ（記入は自由）

A，あなたは神さま（叉は仏さま）について，はじめ誰に教わったか叉は

　どうして知ったかを思い出してごらんなさい。

　1，教わった人　　　そのほかの方法で　　思い出せない　　　（Vを

　する）

　2．どこで　　　思い出せない　　　（〆をする）

　3．月忌の時　　　才　思い出せない　　　（ゾをする、

B．あなたは旧きま（」史は明きま）にむかって本心から話したり願ったり

　又神さまのことを考えたりしたζとがありますか。

1：劉どち・か・・で幟

　6．そのわけ，又はその時のあなたの気持

7．それは何才の時 才思い出せない （〆をする）

の
自
然
学
級
の
個
別
面
接
の
結
果
と
集
団
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

教
師
像
研
究
資
料
蒐
集
の
際
、
筆
者
自
身
S
中
学
の
二
年
五
組

4
、
予
備
調
査
と
資
料
の
信
頼
性

第1表　被　験　者（女子）

答
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

i学罐・学年別 1学校獅鋤騰ヂ襯ヂ

公立小学6年生 1 161 75 89

公立中学2年御 2 1181 8工 67

　　　　　　　1?ｧ中学2年引・ 130 100 97

　　　　　　　ヒ
�ｧ高校2年生　　3 95 60

私立高校2年倒1
1

　563　　一　　　　　　　　　　　　　　

@180 100 86

　　　　1v　　18 〔22エ5i 90．2 79．8

し
て
な
い
も
の
は
無
回

た
。
各
項
目
と
も
記
入

答
え
な
い
も
の
も
あ
っ

れ
る
。
記
名
で
質
問
に

も
、
調
査
は
極
め
て
普

通
に
行
わ
れ
た
と
思
わ

率
及
び
記
名
率
を
見
て

す
通
り
で
あ
る
。
回
答

の
内
訳
は
第
一
表
に
示

3
、
被
験
者
は
、
小
学
校
六
年
生
は
尼
崎
市
立
、
中
学
校
、
高
等
学

校
は
大
阪
市
立
及
相
愛
中
学
校
、
高
等
学
校
の
八
校
で
あ
る
。
そ
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尊

い
事
を
発
見
し
た
。
同
時
刻
に
同
じ
対
象
か
ら
得
た
本
稿
資
料
も
、
そ
の
信
頼
性
は
同
じ
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
整
理
方
法

1
、
公
立
小
、
中
、
高
校
の
女
子
だ
け
を
別
に
集
計
し
た
。

2
、
公
立
、
私
立
を
学
校
及
び
学
年
別
に
整
理
し
だ
。

3
、
質
問
B
6
に
対
す
る
学
生
の
叙
述
は
成
る
べ
く
生
の
ま
ま
の
表
現
を
残
す
よ
う
に
心
が
け
た
。

4
、
意
味
不
明
に
し
て
要
領
を
得
な
い
も
の
は
除
去
す
る
原
則
を
も
つ
て
整
理
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

5
、
質
問
B
6
は
、
答
を
一
応
羅
列
し
、
全
体
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
飯
沼
氏
の
入
信
動
機
の
分
類
表
に
修
正
を
加
え
た
も
の
に

　
依
っ
て
整
理
し
た
q

四
、
結
果
と
考
察

1
、
神
仏
を
認
知
し
た
経
路
。
第
2
表
に
依
っ
て
み
る
と

　
a
、
公
立
学
校
に
お
い
て
は
母
親
が
断
然
高
率
を
示
し
、
特
に
小
学
及
中
学
に
お
い
て
、
そ
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。

　
b
、
父
が
認
識
の
源
泉
で
あ
る
と
す
る
も
の
は
、
公
、
私
、
学
年
を
通
じ
て
低
位
で
あ
る
。

　
c
、
母
、
父
及
び
両
親
と
回
答
し
た
も
の
を
拾
っ
て
見
る
と
、
予
想
外
に
多
く
第
2
㈲
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

宗
教



第2表　神について知った経路

計
路経
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ii2i3i41s16［71sfglio［iiii21i31 i4iisii6

11父i牧1教1父1お1お1姉1読i友1僧思いi無E

三
無
答

思い
，い

出

せ
な
39

僧
侶

友
達

読
書

お
ち
い
さ
ん
4

お
ば
あ
さ
ん
6

教
師

牧
師

父
母
　
1
0

母
　
　
2
6

公
立
小
学
校

99．

・vc・　1　26　1　10　i 8 8 6 614 2 1 111 13918
％…61…1…1…i…1…3・3…8卜・1…58・31…

l181

思
い
出
せ
な
い

僧
侶

近
所
の
人

友
人

読
書

自
然
に

教
会
で

祖
父

家
人

教
師

父
牧
師

祖
母

母
公
立
中
学
校

Poo．　oo／o　12s．　oP6．　o［i6．　oli3．　ol　4．　ol　4．　oi　3．　sl　3．　4［　4．　21　i．　61　i．　61　i．　21　i．　2［　s．o

130

思
い
出
せ
な
い

友
人

僧
侶

祖
父

教
会

読
書

自
然
に

牧
師

家
の
人

父
祖
母

母先
生

私
立
中
学
校

99．9

無
1
答
1

535

思
い
出
せ
な
い

教
会
学
校

。／，　［s2．　1116．　ol　6．　o［　s．　ol　1．　sl　1．　sl　2．　41 　1．　71　1．　71　3．　gl　1．　sl　1．　ol　s．　s

八．P両1母’1．牧．「自1祖i祖1教1自1父1読1家1隣1僧

侶
隣
人

家
族

読
書

自
然
に

教
師

祖
母

祖
父

…
自
覚

牧
師

両
親

公
立
高
校
校

e／a　l　s．　sl　6．　s［　4．　s［　6．　ol　2．　ol　s．　ol　4．　sl　4．　il　3．　sl　2．　ol　2．　ol　o．　sl　o．　sl　o．　s140．　o！ii．gioo．o
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100．　0

　
　
　
4

無
答　
　
　
P

読
書
　
M

自
覚
　
測
．

僧
侶
　
覇

日
曜
学
校
爲

牧
師
　
加

家
の
人
　
舵

自
然
に
　
釦

父
　
、
如

祖
父
母
　
細

母
　
蜘

教
師
瞬

私
立
高
校
％

々
育
を
進
め

る
上
に
極
め

て
重
要
な
要

素
で
あ
り
、

発
見
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

d
、
更
に
祖
父

母
及
び
家
の

人
に
依
る
も

の
を
み
る
と

母
父
両
親
に

次
ぐ
宗
教
源

を
な
し
て
居

る
。
特
に
、

第
2
㈲
表
に

み
る
如
く
、

初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究

七



第2（a）表家庭経路

初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究

計家人祖父母両親

44．　80／o1・　60／e8．　30／o34・　90／o

61．　8　／14．　0　／119．　8　m38．　0　ff

27．　4　1／2．　0　t17．　o　t118．　4　t1

32．　4　111．　5　119．　9　／121．0　！1

28．　2　ff2．　2m8．　8　f11．00

学校種

公小

公中

公国

気中

私高

齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
公
立
学
校
の
青
少
年
に
対
し
て
は
他
の
何
れ
よ
り
も
高
い
供
給
源
を
示
し
て
居
る
。

　
こ
れ
を
、
両
親
、
祖
父
母
家
人
を
源
と
す
る
総
計
を
見
る
と
、
公
立
に
お
い
て
は
、

　
実
に
五
〇
％
、
私
立
に
お
い
て
は
三
〇
％
の
高
率
を
見
せ
て
居
る
。

e
、
私
立
学
校
に
お
け
る
神
仏
認
知
の
源
泉
に
は
「
先
生
」
が
決
定
的
で
、
公
立
学
校

　
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

％
”
”
　
”
”
　
　
実
に
、
公
立
は
私
立
の
十
分
の
一
に
相
当
す
る
。
こ
れ
は
公

　
　
む
　
　
　
　
ユ
　
ヨ

6，

S
4
訟
硲
　
　
立
機
関
に
お
け
る
宗
教
々
育
が
如
何
に
低
い
か
と
云
う
こ
と

小
中
高
中
高
　
　
　
と
、
同
時
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
当
然
の
こ

公
公
公
　
面
面
　
　
　
と
と
は
云
え
、
神
仏
に
つ
い
て
青
少
年
が
い
か
に
そ
の
知
識

　
体
験
を
強
く
受
け
て
居
る
か
と
言
う
こ
と
が
明
確
に
う
か
が
え
る
。

f
、
「
自
然
に
」
、
　
「
自
覚
」
の
答
は
同
質
と
一
応
み
て
扱
う
と
左
の
如
く
で
あ
あ
る
。

　
公
立
学
校
が
私
立
学
校
の
そ
れ
を
上
廻
っ
て
居
る
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
現
象
で
あ
り
、
宗
教
生
活
が
意
識
に
そ
の
根
拠
を
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
実
は
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
知
的
、
理
性
、

　　

@
　
一
塁
認
　
感
量
嚢
発
達
す
・
に
従
・
て
宗
教
意
繋
内
的
箋
思
す
・
自
然
現
象
で
も
あ
・
．

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
、
次
は
牧
師
僧
侶
と
す
る
答
を
見
よ
う
。

　
　
　
小
中
高
中
高

　
　
　
公
公
公
私
私
　
　
　
増
頁
の
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
諸
種
、
学
年
、
公
私
の
別
な
く
牧
師
の
方
が
、
僧
侶
よ
り
も
高



　
　
％
〃
　
〃

　
　
8
　
　
り
9
　
6

曽
呂
0
1
ー

イ
イ

　
　
％
〃
〃

　
　
β
0
　
0
　
【
D

牧
師
6
1
6
4

　
　
小
中
高

　
　
公
公
公

私中1．5〃1，5〃
年高2．0〃1．7〃

　
い
供
給
源
と
な
っ
て
居
る
。
こ
の
こ
と
は
現
代
の
一
般
少
年
に
対
し
、

　
の
と
考
え
ら
れ
る
。

h
、
　
「
思
い
出
せ
な
い
」
、
又
は
無
答
の
答
を
見
る
と
、

　
下
の
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
公
立
学
校
の
小
学
生
が
四
一
％
、
高
校
生
が

　
五
二
％
の
高
率
で
あ
る
の
に
対
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
現
象
は
宗
教
的
環
境
と
宗
教
意 宗

教
々
育
の
傾
向
を
示
す
も

　
が
五
・
五
％
、
高
校
生
は
皆
無
で
あ
る
の
が
対
照
的
で
あ
る
。

　
識
の
発
露
、
高
揚
の
度
合
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。

・
－
、
公
立
・
私
立
中
学
校
に
お
い
て
、
教
会
、
教
会
学
校
及
び
日
曜
学
校
が
供
給
源
と
反
応
さ
れ
て
居
る
。

諜
一
膨

　
　
　
　
　
1

吸
い
％
〃
　
〃

い
な
5
』
⑩

思
せ
3
2
5
4
0

　
　
小
中
高

　
　
公
公
公

私中5．5〃　一
私高　一　〇．7〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
し
そ
れ
が
キ
リ
ス

　
　
ト
教
か
仏
教
か
、
又
は
他
の
宗
教
の
学
校
で
あ
る
か
は
こ
こ
で
即
断
出
来
な
い
。
然
し
現
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
々
育
機
関
の

　
　
影
響
力
の
傾
向
が
そ
の
ま
ま
表
れ
て
居
て
面
白
い
。

　
　
註
　
現
在
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
日
曜
学
校
と
呼
称
し
て
居
な
い

2
、
神
仏
に
関
す
る
知
識
を
は
じ
め
て
得
た
場
所
に
つ
い
て
は
第
3
表
に
依
っ
て
み
る
と

　
a
、
公
立
学
校
は
、
そ
の
校
種
を
問
わ
ず
、
家
庭
が
最
高
で
、
教
会
、
寺
院
、
学
校
、
神
社
の
序
列
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、

　
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
場
合
は
学
校
が
殆
ど
五
〇
％
を
示
し
、
家
庭
、
寺
院
、
教
会
、
神
社
、
墓
の
順
に
な
っ
て
居
る
こ
と

　
　
も
、
供
給
源
に
照
し
て
理
解
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

b
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
供
給
源
と
し
て
学
校
が
高
い
こ
と
は
家
庭
源
が
、
公
立
の
そ
れ
よ
り
低
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

第3表　神仏の知識をはじめて得た場所

計
所場

11213141516［7
繋

120

ぜ
な
い

思
い
出

旅
行
中

学
校

寺
院

教
会

家
庭

公
小

POO．　1e／o　lsi．　s［　g．　6i　6．　31　6．　31　2．　i124．　il

公
　
中

家
庭

神
社

新
会

寺
院
1

学
、
校

山1思せ

ﾅ幽1181
o／，　13s．　oP3．　3111．　o［　6．　oll　6．　oi　2．　o126．　7］　loo．　o

130

！mh．　o

思せ
いな
出い

26．　7

お
墓
乖

　
　
　
～

教
会
稲

寺
院
皇

家
庭
痂

学
校
痂

畠
中
％

寺1思せ無
　　1いな　　　535
引出い答
ny g

1．　1i52．　8［12．　21　100．　0

神
社

学
堕
3．5i　2．5

教

会

11．　0

家
庭
繭

一
公
高
％

180

101．　0

思ぜ
いな
出い
fit．7］

教
寺
院

会
開

家
庭

学
校

私
高

nt．s12一，．oE－2．s

％

そ
れ
は
明
ら
か
に
学
校
に
於
け

る
宗
教
々
育
が
強
い
故
で
あ

る
。

c
、
　
「
思
い
出
せ
な
い
」
は
、
公

私
副
司
各
学
年
を
通
じ
、
二
〇

1
二
六
％
を
示
し
て
居
る
。
然

し
公
立
高
校
の
み
は
五
三
％
、

そ
の
上
に
無
答
が
一
二
％
を
示

し
て
居
る
こ
と
も
見
の
が
せ
な

　
い
現
象
で
あ
る
。

3
、
は
じ
め
て
神
仏
の
こ
と
を
知
っ
た
時
の
年
令
に
つ
い
て
は
第
4
表
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
数
字
で
示
す
よ
う
に

　
a
、
は
っ
き
り
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
の
は
、
公
立
・
私
立
間
の
差
異
で
あ
る
、
即
ち
私
立
の
中
学
校
が
「
中
学
入
学
後
」
、
「
申

　
学
時
代
」
叉
は
「
高
校
入
学
後
」
の
回
答
率
の
高
い
こ
と
で
あ
る
。

b
、
艦
種
、
学
年
、
公
立
・
私
立
の
別
な
く
「
思
い
出
せ
な
い
」
無
答
が
高
率
を
示
し
て
居
る
こ
と
も
、
場
所
の
要
素
と
共
に
同

　
じ
傾
向
に
あ
る
。
但
し
、
こ
の
意
識
し
た
年
令
調
査
は
、
受
洗
、
発
心
等
の
如
く
確
定
日
が
な
い
の
で
困
難
で
あ
る
こ
と
を
発



第4表はじめて神仏のことを知っt年令

計令回避
120

99．　9

回目
いな
出い

！39．　7

n
才
庫

8

才

10　1　11

才　才7
才

6
才

5
才

三
三

10．　51　8．　41　7．33．　17．35．　2％

1181

100．　0

i思せ

蹄1

33．　5f

11　］　12

才1才

8．　410．　0

9

才

10

才8
才

7
才

6
才 7．3囮8・61旨9・27．　5

・
才
蕊

公
亙
％

130

100．　0

無
萱
㍗

12思せ
　　いな

斗出い

3．　8125．　0

6 10

5
才
才才才
3．　51　5．　01　4．　0

禁庭覆

。／o　155．0

535

100．　0

思せ睡

蹄　　答

　　20．　155．　6

15

才

16

才

11

ﾋ諜露座
1．01　2．0o／e　ln．　ol，　3．　81　3．　51　1‘　Ol，　2・O

13　1思せi

才廓180
　　　’

3．　olll．　21　loo．　o

生時’7110　11
れか

たら亭亭才
2．　01　8．　8110．　OI　9．0

幼

い
時

13．　0

午
後

高
校
入

中
学
で

私
田

7．035．　0％

　
見
し
た
。

c
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
生

　
徒
学
生
も
、
中
学
、
高
校
入
学

　
前
は
公
立
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ

　
た
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
ミ

　
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
入
学
後
、

　
神
仏
に
つ
い
て
強
い
刺
激
を
受

　
け
た
も
の
と
み
る
の
が
、
妥
当

　
で
あ
る
。

4
、
神
仏
に
つ
い
て
意
識
的
に
考
え

　
た
、
話
し
た
、
願
っ
た
即
ち
宗

教
生
活
の
経
験
の
有
無
を
第
5
表
に
依
っ
て
み
る
と

a
、
公
立
で
は
七
〇
％
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
九
八
％
の
反
応
を
示
し
て
居
る
。

b
、
公
立
小
学
校
及
中
学
校
は
七
五
％
、
七
二
％
を
示
し
て
居
る
こ
と
は
入
信
に
関
す
る
既
往
研
究
の
結
果
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
居

る
こ
と
を
発
見
し
た
。

c
、
公
立
中
学
の
七
二
％
に
比
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
中
学
生
の
九
六
、
八
％
は
意
外
な
る
発
見
で
あ
り
、
同
時
に
極
め

　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究

て
有
意
な
る
事
実
で
あ
る
。

一
二

第5表神について考えたか

計無二歩｝無

161

100．　0

10

6．4

120P　31

鉱
毒
校

74．　5119．　2％

8501 2811　701　1181

72．　0［22．　2j　5．　8i　100．　0

2
年
生
　
％

公
立
中
学
校
一

1261 4i　ol　130

56，］g．slM．，1 61－56，IS．，

5353691　1111　55

　
2
年
生
　
　
％
h
2
年
置

私
立
中
学
校
‘
　
公
立
高
校

100．　0169・　e120．　7110．　3％

　18

　　

@
一
「

　　

@
ほ

　　

@
凹

　
2
年
生

私
立
高
校

。／o　198・3i　1・7i
Ol　100．0

　
d
、
公
立
で
は
無
答
が
六
乃
至
一
〇
％
を
示
し
て
居
る
の
に
対
し
、
私
立
で
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
も
、
宗
教
心
の
発
露
度
を
明
か

　
　
に
示
し
て
居
る
。

5
、
神
仏
と
学
生
各
自
の
間
に
何
等
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
時
の
彼
等
が
あ
げ
た
理
由
又
は
動
機
は
前
述
（
三
節
五
項
）
の
如
く
次
の

　
六
項
に
分
類
整
理
さ
れ
た
。
即
ち

（5） （4）　（3）　（2）　〈1）

自
己
の
健
康
の
不
良

逆
境
に
立
っ
た
時

近
親
友
人
の
死
、
病
に
会
っ
た
時

他
人
の
感
化
誘
導

自
発
的
な
る
も
の



㈹
　
解
ら
な
い
、
思
い
出
せ
な
い
、
無
答

以
上
の
項
目
分
類
と
そ
の
内
容
と
を
第
6
表
に
依
っ
て
み
る
と

第6表神について考えた理由，動機

わい
か
ら

な

の的
な
る
義

全
く
自
発

化
誘
導

他
人
の
感

の
死
、
病

近
親
友
人

る
も
の

境
に
関
す

自
己
の
逆

健
康
不
良

漕
衛

47．　0

16．　0

ね天趨り跨
る気強つ事
前に出ぱを
　な来なし
　るる人た
　よよに時
　うう
九一・二：二二

一　　一　　一　　一　　　一

四一一一一・
16．　8

願思ね
　いる
望ふ前
　け
　る
三四五

四二八
13．　4

親
の
中

継
父
母
の
死

父
、
母
の
死

四
二
一

二
二

四
・
二

叱苦心困
らし配つ
れいのた
た時時時
時

聖仏祭牧
書壇の師
をのとの
読前き話
む
四ニー・三

一　　　一　　　e　　一

二ニー・一七

111．ユ

10．　5

両差告
親父別
の母式
死ので

藍三
丁・。
一七四

山一一ノ＼二＝：X
一　　一　　一　　一

ノ、　　一一一

12．6

負
　
　
傷
　
　
　
一
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

病
　
隊
　
二
．
○
％

公
、
小
学

三
・
皇
％

こ
わ
い
時
　
二
。
一

失
敗
し
た
時
一
・
二

　
　
　
　
　
　
・
七

　
　
　
　
三
・
五

9

願不ね
い当る
事義時
　な
　愚

七五二

七一七1

　15．　5

先
生
の
話

仏
壇
の
前

宗
教
の
時
間

五一一
一　一　一

一七五
10．3

28．61

11．2

両祖墓
親父
の母で
病の
、二

死
一八〇

ニー一七

悲試孤壁上困勉苦
1し験　ら険つ強し

駿難妻事

t一　　一　　一　　一　　e　　一　　一　　一

〇〇〇〇一・七五七
40．　3

置試叱迷二身自
　　　　　い殺悩験らう
怪のれ時敗時者

騨蒔　雷

剛
鮮
騨
。
。
痴

公
・
鉢
八
一
遜
％

ひ
ま
な
時

幸
福
な
時

自
己
反
省

自
然
に

読
書

他
人
の
す
す
め

教
会
へ
行
く

友
と
宗
教
を
語
る
ご 韓

藍一
議
「

一
・
四

二
・
〇

二
・
八

　
・
○

　lo．　e

塾友病
親達人
のの二
死死門

o

9．2 8．2

宗法寺読人神感静

電に生秘鰯か
の話車引の感ずな
時　つ　無　る時
間　た　情　時
一　時　感
　　　へ　　へ　ニノ、二二二＝二ニニニー一

　　　　　　　　　　　　　　　リ　　コ　　　

〇三二八燃穴
26．3　1　12．0

五一・一一・

ooo
7．0

祖父肉友
父の玉人
母死のの
の　死死
霊

八一六六三五二二
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　の

〇三〇二二〇〇
61．9

道心埋入自な孤救つ台二
つ配し試信や独わら風残
た亡いののみ治れいの寸
時時時なのた時時の
　　　い時時　　時
　　　時

三四四四三一一i一一一〇〇ニ
ー　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

六八八八六六六二八八○
41．4

病
　
　
　
「

私
、
中
学
≡
・
童
％

気

相
・
〇

二
・
六

　
　
　
洛

一
・
六

　
　
　
1
1

六
・
四

困不苦孤不叱怖頼」〔

つ　し独平らつ擁
た安い感のれアこな耳

時時時た恥い
　　　　時　時

九三三四一三三一三
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　，

○八一三六ニニ八二

　　　　45．2

引
い
た
時
葱

心
配
事
　
　
　
三
・
二

5．6

戴け

気が

九一
s70

公
、
高
校

五
三
五
童
％

私
、
高
校
一
八
○
名
％

初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究

一
三



　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

a
、
逆
境
と
自
己
の
病
気
・
負
傷
に
関
す
る
も
の
が
校
種
、
学
年
及
び
公
立
、
私
立
を
通
じ
て
断
然
高
率
を
示
し
て
居
る
。
即
ち

％
〃
〃
　
〃
〃
　
　
　
上
の
如
き
数
値
を
示
し
て
居
る
。
乙
れ
は
、
ス
タ
：
バ
ッ
ク
、
プ
ラ
ッ
ト
其
の
他
の
宗
教
心
理
学
者

　
　
ヨ
　
む
　
　
　
　
ワ
ぢ

15

ｩ
4
7
　
6
4
4
7
　
　
　
　
が
指
摘
し
て
る
居
る
如
く
初
期
宗
教
心
の
本
質
を
有
力
に
裏
書
き
し
て
居
る
と
云
え
る
。
若
し
「
近

小
中
高
　
申
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
、
友
人
の
死
・
病
」
の
項
と
合
せ
み
る
時
、
更
に
明
瞭
に
な
る
。

公
公
公
私
私

b
、
逆
境
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、
小
中
学
校
に
お
い
て
は
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、
日
常
生
活
中
の
具
体
的
場
が
、
高
校
生
よ
り

　
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。

c
、
　
「
他
人
の
感
化
、
誘
導
」
と
「
全
く
自
発
的
な
る
も
の
」
と
を
対
比
し
て
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

自
発
的

全
　
　
く

化
誘
導
感

他
人
の

％
〃
　
〃

8
　
4
　
9
臼

ρ
0
　
∩
δ
　
Ω
U

－
よ
　
一

　
％
〃

｝
　
。
1
2

　
1
1
9

小
中
高

公
公
公

私申10．3〃15．5〃

私高26，3〃12．0〃

他
人
の
感
化
誘
導
の
項
に
お
い
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
公
立
学
校
よ
り
高
率
を
示
し

て
居
る
。
特
に
高
等
学
校
に
お
い
て
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
宗
教
の
時
間
に
神
仏
に
つ

い
て
本
当
に
考
え
る
と
の
反
応
が
中
学
で
五
・
一
％
、
高
校
で
一
三
％
を
示
し
て
居
る
こ

と
は
宗
教
々
育
上
み
の
が
せ
な
い
事
で
あ
る
。
公
立
中
学
に
「
聖
書
を
読
む
時
」
と
云
う

反
応
が
四
・
二
％
を
示
し
て
居
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
入
信
者
か
入
信
家
庭
の
子
女
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

「
全
く
自
発
性
に
よ
る
」
の
内
容
を
見
る
と
、
私
立
は
断
然
公
立
の
上
位
に
あ
る
。
こ
の
事
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
子

女
は
宗
教
的
素
地
が
出
来
て
居
る
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
公
立
小
学
生
が
一
六
・
八
％
と
云
う
高
率
を
示
し
て
居
る

が
、
そ
の
内
容
を
研
べ
る
と
「
ね
る
前
に
」
が
、
九
・
四
％
で
入
信
者
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
か
、
叉
は
家
庭
環
境
と
み
る
べ
き



　
で
あ
ろ
う
。

　
又
、
自
発
性
を
学
年
別
に
み
る
と
低
学
年
は
現
実
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
校
生
は
思
想
的
、
自
己
反
省
的
で
あ
る
事
が
、
注

　
目
に
価
す
る
。

　
更
に
公
立
、
私
立
を
対
照
す
る
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
中
学
高
校
と
も
、
思
想
が
宗
教
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
学
生

　
の
「
不
思
議
な
思
い
」
又
は
「
思
想
」
が
、
五
・
一
％
、
高
校
生
に
い
た
っ
て
は
、
　
「
人
生
の
無
情
感
」
、
「
感
謝
し
た
時
」
、

　
「
神
秘
性
を
感
じ
た
時
」
等
が
一
〇
％
以
上
を
召
め
て
居
る
。

d
、
　
「
何
う
し
て
神
仏
の
こ
と
を
考
え
た
か
わ
か
ら
な
い
」
の
項
を
み
る
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
皆
無
に
対
し
、
公
立
学

　
％
〃
〃
　
　
　
校
で
は
上
に
あ
げ
た
数
字
が
示
す
如
く
高
い
割
合
を
し
て
居
る
の
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
人

　
冷
』
⑩

　
　
　
　
に
り
　
き

　
4
1
2
　
　
　
生
航
路
の
こ
と
に
想
い
を
い
た
す
時
、
は
っ
き
り
し
た
信
仰
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
と
云
う
問
題
に
発
展
す

　
小
中
高

　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
公
公
公

　
　
　
　
　
　
　
　
6
、
神
仏
に
つ
い
て
は
じ
め
て
意
識
的
に
交
渉
の
あ
っ
た
年
令
は
第
7
表
で
明
ら
か
で
あ
る
。

a
、
即
ち
校
種
、
学
年
、
公
立
、
私
立
の
別
な
く
、
一
貫
し
た
傾
向
は
年
令
の
進
む
に
従
っ
て
、
神
仏
意
識
が
上
昇
し
て
居
る
こ

　
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
多
く
の
入
信
年
令
研
究
の
結
果
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
居
る
。

b
、
小
学
、
中
学
生
は
八
才
位
か
ら
意
識
が
上
昇
し
居
る
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
高
校
生
に
な
る
と
十
一
才
位
か
ら
急
に

　
上
昇
し
て
居
る
。
然
る
に
公
立
高
校
生
は
中
学
生
と
殆
ん
ど
同
じ
傾
向
を
示
し
て
居
る
。

c
、
　
「
思
い
出
せ
な
い
」
の
項
に
目
を
向
け
る
と

　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
穴

公
立
学
校
は
断
然
高
く
、
特
に
高
校
生
に
い
た
っ
て
は
恰
も
当
惑
し
た
如
く
、
殆
ん
ど
六
〇
％
に
達
せ
ん
と
し
て
居
る
。

第7表　神について考えた時の年令

計令　（数え年）年激
120名

99．9

わ
か
ら
旦

7 819 10 11 12
i6，i－g．，1，Tsi．U6，［i｛，ii－6．，li6，iE．，IE［ii．｛i，

65

公
　
小

4．　2［11．　52．14．2％

1181名

100．0

6 819 10　1　11 12 13

思せ旨

いな．．

出いi

ii…1…国・2…2・・1・3・　・1…1・…

　
5
　
　
島

公
　
中
　
％

私
中

幼目　1

h1・｛8 9 10 11

　　　思せ
@　　いな12　13　　　唄い　　　一

P1．OI13．010．　O　I

　　130名

黶@　100，0
％II函d。、1、。5　1　　E　　　　　　旨

1
0
．
O
l

　111．0　1

一『一

535名

100．0　　一一

12 13114115 16　1　17

思せ
いな
出い

10

4．　81 5．　21　4．　01　6．　8i 3．　01　4．　0：58．　04．4

516i7
　1　－1
b．s！一IF．21　1．6

公
　
高

％

12 13　1　14　1　15 16

思せ
いな
　　　　　180名
出い

119　i　10

11．　Oi12．　0112．　4112．　lllO．　91　3．　01　100．　015．C6．01　7．0

8

6．0

7
　
届

6
　
脚

5
私
高

2．0％

こ
こ
で
も
、
公
立
は
私
立
校
と

は
対
照
的
で
前
述
（
4
章
5
節

b
項
2
）
の
宗
教
々
養
又
は
素

地
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
が
、
然
し
最
も
重
要
な
も

の
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に

お
け
る
宗
教
々
育
の
影
響
に
よ

り
、
既
に
過
去
の
宗
教
的
経
験

が
、
呼
び
お
こ
さ
れ
て
意
識
が

整
理
さ
れ
、
鮮
明
に
な
っ
て
居

る
と
推
測
さ
れ
る
。



五
、
要

約

　
こ
こ
で
、
本
稿
の
攻
究
問
題
に
応
え
る
こ
と
に
す
る
。

1
、
現
代
の
女
子
小
学
生
、
申
学
生
、
高
校
生
は
ど
ん
な
経
路
で
神
仏
を
認
知
す
る
か
？
　
　
わ
れ
わ
れ
の
発
見
は

　
a
、
公
立
学
校
の
子
女
は
母
が
断
然
優
位
に
立
つ
宗
教
々
育
者
で
あ
る
。

　
　
そ
の
優
位
な
母
に
、
父
、
祖
父
母
、
家
人
を
加
え
る
と
、
次
の
如
く
予
想
外
に
高
い
率
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、

校種卸翻
公　小

公　中

公　高

44．8

61．8

27．　4

る
。
然
る
に
、
公
立
学
校
に
お
い
て
は
、

　
い
。
こ
の
事
実
は
、

　
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
居
る
。

c
、
職
業
的
宗
教
薄
々
者
に
対
す
る
反
応
は
、
校
種
、
学
年
、
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
、
僧
侶
よ
り
は
牧
師
の
方
が
、

調
査
対
象
の
青
少
年
に
限
す
る
限
り
、
し
げ
く
接
触
し
て
居
る
ご
と
き
結
果
を
示
し
て
居
る
。

　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
字
が
示
す
よ

　
　
　
　
　
　
う
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
看
過
出
来
な
い
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
従
来

　
　
　
　
り
の

λ
　
＆
　
　
　
の
多
く
の
入
信
者
を
対
象
と
す
る
研
究
結
果
と
大
体
一
致
し
た
結
果
で
あ
り
、
青
少
年
の

3
　
　
ワ
臼

　
　
　
　
　
　
宗
教
々
育
に
於
け
る
家
族
員
、
特
に
母
の
占
む
る
重
要
性
を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

中
高

　
　
　
　
　
b
、
私
立
即
ち
浄
土
教
典
を
土
台
と
す
る
S
女
子
学
園
に
お
い
て
は
’
「
先
生
」
が
中
学
、

三
三

　
　
　
　
　
　
高
校
に
お
い
て
も
各
々
五
二
・
一
％
、
五
三
・
三
％
と
云
う
驚
く
可
き
高
率
を
示
し
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校
は
六
・
六
％
、
中
学
校
は
四
・
○
％
高
校
は
四
・
五
％
を
示
し
た
に
す
ぎ
な

公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
々
育
は
普
遍
的
、
抽
象
的
の
は
ん
ち
う
を
出
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
甚
だ
低
位
で

限
ら
れ
た



　
　
　
初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
d
、
　
「
思
い
出
せ
な
い
」
の
返
答
は
公
立
に
は
四
〇
1
五
〇
％
も
あ
る
の
に
対
し
、
私
立
で
は
皆
無
と
も
云
う
べ
き
顕
著
な
る

　
　
差
異
を
示
し
て
居
る
。
こ
れ
は
宗
教
心
又
は
宗
教
意
識
の
発
露
の
度
合
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
思
う
。

2
、
神
仏
に
対
す
る
知
識
を
得
た
場
所
に
つ
い
て
は

　
公
立
学
校
は
家
庭
が
断
然
高
く
、
教
会
、
寺
院
、
学
校
、
神
社
、
私
立
学
校
は
学
校
が
断
然
高
く
、
家
庭
、
寺
院
、
教
会
、
神

　
社
、
墓
の
序
列
を
示
し
た
。

3
、
は
じ
め
て
神
仏
を
認
知
し
た
時
の
年
令
に
つ
い
て
は
、
調
査
前
の
予
記
に
反
し
、
調
査
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
、
被
験
者
を
苦
し
め

　
た
。
然
し
私
立
学
校
の
「
申
学
入
学
後
、
高
校
入
学
後
」
と
の
反
応
が
半
数
近
く
の
高
率
で
あ
っ
た
事
は
意
外
な
る
発
見
で
あ
っ
た
。

4
、
神
仏
に
つ
い
て
意
識
的
に
交
渉
が
あ
っ
た
、
又
は
考
え
た
体
験
の
有
無
に
つ
い
て
は

　
　
公
立
学
校
は
　
七
〇
％
　
　
私
立
学
校
は
　
九
八
％
　
で
あ
る
事
を
発
見
し
た
。

　　

@　

@
書
ぬ
鯉
濃
『
■
』
6
　
5
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
薦

　
　
　
　
・
颪
纂
導
に
二
皿

第8表　神仏意識の働機

・
事
事
の

　
に
基
い
て

2
嘆
く
自
発
性

・
魏
蜜
境

　　　　　　　1
15．　7116．　8，10．　5

48．　3’13．　4111．　2

47．Oi　8．2［　7．0

10．064．815．5

E9：2imp，・o

　　　，

．OLL2impt・Oii！t！E・6i’一一t・3L

　　m－lr－2－2．qiS5・9ii9，：．31itt，99i．

　理　由
種

公小

公中

公高

L轡

凝

私中

私高

総計

［45．　2113．　2ilO．　1

　　　　　　　J

　　130．　5

9．4公立
　　のみ

平均

　
　
神
仏
に
つ
い
て
考
え
た
理
由
、
動
機
は
次
の
如
く
要
約
出

来
た
。
百
分
比
で
示
せ
ば
第
8
表
で
あ
き
ら
か
な
如
く
、
こ
こ

　
に
宗
教
心
の
本
質
が
短
的
に
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。
こ
の
結
果

　
は
入
信
動
機
に
関
す
る
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
以
後
の
多
く
の
近
年

　
の
研
究
の
結
果
と
一
致
し
た
結
果
と
な
っ
て
居
る
こ
と
を
発

　
見
し
た
。

6
、
神
仏
に
つ
い
て
は
じ
め
て
意
識
的
に
関
係
を
も
つ
た
時
の



年
令
に
つ
い
て
は
、
校
命
、
年
令
、
公
立
、
私
立
を
通
じ
て
云
え
る
こ
と
は
、
年
令
の
進
む
に
つ
れ
℃
、
神
に
対
す
る
意
識
、
態

度
が
高
揚
し
て
居
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
発
見
も
、
他
の
多
く
の
入
信
年
令
研
究
の
結
果
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
居
る
。

本
研
究
は
、
女
子
青
少
年
が
、
信
仰
生
活
に
入
る
決
心
を
す
る
以
前
の
、
宗
教
心
の
発
芽
経
路
及
状
態
を
究
明
し
よ
う
と
意
図
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
得
た
結
果
を
見
る
と
、
入
信
の
研
究
の
結
果
と
接
近
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
然
し
乍

ら
、
現
代
の
一
般
女
子
青
年
の
宗
教
心
の
度
合
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
女
子
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
予
期
以
上
の
収
益
で
あ

っ
た
。
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の
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
今
田
氏
の
一
五
九
1
［
六
二
頁
を
見
ら
れ
る
と
よ
く
解
る
。
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